
◆◆◆メールマガジン「事業用自動車安全通信」第702号（R5.3.31）◆◆◆ 

 

＝はじめに＝ 

このメールマガジンは、国土交通省において収集した事業用自動車に関する事

故情報等のうち重大なものについて、皆様に情報提供することにより、その内

容を他山の石として各運送事業者における事故防止の取り組みに活用していた

だくことを目的として配信しています。 

また、自動車運送事業等における安全・安心確保に関する最近の情報等につい

てもトピックとして提供していますので、ご活用ください。 

 

＝目 次＝ 

1.重大事故等情報＝4件（3月24日～3月30日分） 

(1)法人タクシーの衝突事故 

(2)法人タクシーの死傷事故 

(3)法人タクシーの火災事故 

(4)大型トラック等の衝突事故 

 

2.トピック 

(1)令和４年度第４回「運行管理高度化検討会」を開催しました 

(2)健康起因事故防止～睡眠時無呼吸症候群及び緑内障の啓発動画について～ 

(3)運転者が体調不良等を生じた場合における適切な運行管理の徹底について 

(4)自動車局での大雪時の大型車立ち往生防止対策について～今冬の立ち往生の

発生を抑止するために～ 

(5)大型車の適切なタイヤ脱着・保守管理作業解説動画を公開しました！ 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

1.重大事故等情報＝4件（3月24日～3月30日分） 

(1)法人タクシーの衝突事故 

3月25日(土)午前9時30分頃、東京都の都道において、都内に営業所を置く法人タ

クシーが乗客4名を乗せ運行中、信号機のある交差点を青信号に従い直進したと

ころ、対向車線より右折してきた乗用車と衝突した。 

この事故により、当該タクシーの乗客1名が重傷、当該タクシーの運転者と乗客3

名の計4名が軽傷を負った。 

 

(2)法人タクシーの死傷事故 

3月26日(日)午前1時54分頃、兵庫県の県道において、同県に営業所を置く法人タ

クシーが乗客1名を乗せ運行中、路上横臥者をはねた。 

この事故により、当該路上横臥者が死亡した。 

なお、当該タクシーの運転者と乗客にケガはなかった。 



 

(3)法人タクシーの火災事故 

3月29日(水)午後8時10分頃、大阪府の国道において、府内に営業所を置く法人タ

クシーが空車にて運行中、異臭を感じたため停車しエンジンルームを確認したと

ころ、エンジンルームより出火した。 

火災は、その後駆けつけた消防の消火作業により鎮火したが、当該タクシーはエ

ンジンルームを延焼した。 

なお、この事故による負傷者はなし。 

 

(4)大型トラック等の衝突事故 

3月27日(月)午前2時20分頃、三重県の高速道路において、大阪府に営業所を置く

中型トラックが運行中、前方の軽自動車①に追突し、更に後方から走行してきた

三重県に営業所を置く大型トラックが、軽自動車①に衝突した。 

また、この事故で、大型トラックの積荷（ペットボトル）が反対車線に散乱し、

その影響により当該車線を走行していた軽自動車②と乗用車が衝突した。 

この事故により、中型トラックの運転者及び軽自動車②に乗っていた２名の計３

名が死亡、軽自動車①の運転者が重傷、大型トラックの運転者、軽自動車②に乗

っていた1名及び乗用車に乗っていた２名の計４名が軽傷を負った。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

上記4件の死傷者数計：死亡4名、重傷2名、軽傷8名（速報値） 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

2.トピック 

(1)令和４年度第４回「運行管理高度化検討会」を開催しました 

（配信日：R5.3.24） 

 

３月２３日（木）に令和４年度第４回運行管理高度化検討会を開催し、運転者が

遠隔点呼を受けることのできる場所の拡大の要件や、乗務前自動点呼及び運行管

理業務の一元化の実証実験に関する議論を行いました。 

検討会の中では、今後実施予定の乗務前自動点呼の実証実験において確認するべ

き事項の議論や運行管理業務の一元化の要件の検討を行うにあたり、実証実験参

加事業者ごとの業務の集約パターンを示すとともに、各課題に対する検討方針な

どの議論を行いました。 

 

※検討会資料については、以下リンク先をご覧ください。 

→ https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000082.html 

 



――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

(2)健康起因事故防止～睡眠時無呼吸症候群及び緑内障の啓発動画について～ 

（配信日：R4.12.16） 

 

国土交通省では、健康起因事故防止に向けて各種マニュアルを整備しております。 

この度、公益財団法人国際交通安全学会より、睡眠時無呼吸症候群及び緑内障に

関する啓発動画の紹介を受けましたので、本メールマガジンで展開いたします。 

簡単なアンケート（5分程度）もございますので、ご協力のほどよろしくお願いい

たします。 

 

・動画紹介URL：https://www.iatss.or.jp/movie/?from=navi_pulldown_e 

・アンケートURL：https://forms.gle/gj1jSKfudTiwW8zv5（睡眠時無呼吸症候群） 

https://forms.gle/db8iPTv3qnzAaa128（緑内障） 

 

※本内容に関するお問い合わせは、公益財団法人国際交通安全学会へご連絡頂き

ますようお願いいたします。 

 

（お問い合わせ先） 

https://www.iatss.or.jp/contact.html 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

(3)運転者が体調不良等を生じた場合における適切な運行管理の徹底について

（配信日：R4.12.9） 

 

事業用自動車の安全確保の徹底については、機会あるごとに注意喚起している

ところですが、今月４日、高速乗合バス運転者が運行中に体調不良が生じてい

るにもかかわらず、運行管理者に報告することなくそのまま運行を継続し、前

方車両に追突し乗客等９名が負傷する事故が発生しました。 

輸送の安全確保は自動車運送事業者の最大の使命であり、これまでも運送事業

者の方々には健康起因事故を防止するための様々な取組みを実施していただい

ているところですが、こうした中で、多数の旅客の命を預かる高速乗合バスに

おいて運転者の体調不良に起因する事故が発生したことは大変遺憾です。 

ついては、輸送の安全を確保し、同種の事故の再発防止に努めていただくため、

貴会会員に対し、改めて下記について周知徹底をお願いいたします。 

記 

１．運転者は、運行中に体調不良等を生じた場合には、周囲の安全に配慮しつ

つ直ちに車両を安全な場所に停車し、運行管理者に報告し、指示を受けるこ

と。 

２．運行管理者は、運転者の日常の健康状態の確認を行うことはもとより、運



転者から体調不良等の報告があった場合には、速やかに状況把握を行い、運

転者に対し適切な指示を行うとともに、交替運転者を手配する等運行管理を

適切に行うこと。 

３．自動車運送事業者は、定期健康診断の実施はもとより、国土交通省の「事

業用自動車の運転者の健康管理マニュアル」※等も活用して運転者の健康状

態の把握に努めるとともに、日頃からコミュニケーションを図ることにより、

運転者が、自身の健康状態等について、運行中も含め気軽に相談・申告でき

る職場環境づくりに努めること。 

※ https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03safety/health.html 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

(4)自動車局での大雪時の大型車立ち往生防止対策について 

～今冬の立ち往生の発生を抑止するために～ 

（配信日：R4.12.2） 

 

自動車局では、本年も、①車両対策（冬用タイヤの装着やチェーンの携行・装着

の徹底）、②運送事業者対策（輸送の安全を確保するために必要な措置の実施、運

輸局による指導・監査）、③荷主対策（荷主への周知体制の確立）を３つの柱とす

る大雪時の立ち往生防止対策を実施しています。 

運送事業者や自動車使用者の皆様におかれましては、改めて下記注意点をご確認

の上で、冬期の走行に万全を期して頂きますようよろしくお願いいたします。 

 

① 自動車ユーザーの皆様へ 

・積雪・凍結路では、必ず適切な冬用タイヤの装着をお願いします。 

・また、運行前に冬用タイヤの溝深さが新品時の５０％以上残っていることを、

「プラットホーム」で確認をお願いします。 

・チェーンの携行、立ち往生する前の早めの装着をお願いします。 

② トラック・バス運送事業者の皆様へ 

・年末年始の輸送等に関する安全総点検※の実施項目「６．大雪に対する輸送

の安全確保の実施状況」について、重点的に確認をお願いします。 

・運送事業者は、大雪時等輸送の安全の確保に支障を生ずるおそれがあるとき

は、運行の中止等の指示、冬用タイヤの溝の深さ、滑り止めの措置が講じら

れていることの確認等、輸送の安全を確保するために必要な措置を講じるこ

とが必要です。 

・雪道において、悪質な立ち往生事例が発生した場合は、監査で事実関係を確

認した上で、講じた措置が不十分と判断されれば行政処分の対象となります。 

※ https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000003.html 

③ 荷主の皆様へ 

・大雪などの異常気象による突発的な事象により、運送経路の変更や運送の中



止などの必要が生じ、その原因となった事象がやむを得ないと認められる場

合には、運送経路の変更等を認めるよう、ご協力をお願いします。 

・大雪などの異常気象により、運送に支障を来すことが予め予想される場合に

は、配送拠点に留置する在庫の積み増しや、予定されていた配送時間の前倒

し、運送可能域内での物資の融通を行うことにより、トラック事業者への不

要不急の運送依頼を控えていただきますよう、ご協力をお願いします。 

 

（その他）気象情報の活用 

・気象庁HP の「今後の雪」も活用のうえで、事前に天気予報をご確認くださ

い。 

https://www.jma.go.jp/bosai/snow/ 

 

国土交通省プレスリリース：

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha08_hh_004634.html 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

(5)大型車の適切なタイヤ脱着・保守管理作業解説動画を公開しました！ 

（配信日：R4.10.14） 

 

車輪脱落事故を起こした大型車では、著しいさびや汚れ等により劣化した部品が

使用されていたり、タイヤ脱着時にホイール・ボルトやナットの清掃や潤滑剤の

塗布等が適切に行われていない状況が確認されたことを踏まえ、大型車ユーザー

等のタイヤ脱着作業者が、いつでも適切なタイヤ脱着作業や保守管理作業の手順

を確認できるよう解説動画を作成し、国土交通省YouTubeチャンネルに公開しま

した。 

この機会に是非とも解説動画をご覧いただき、適切なタイヤ脱着作業や保守管理

作業の実施をお願いします。 

 

【国土交通省YouTubeチャンネル】 

https://www.youtube.com/watch?v=Szz2ZF7Gd_4&list=PL2RgY_hjimJRIl2zJVaay

bwEEKAmd5YVi 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

【メールマガジン「事業用自動車安全通信」】 

発行 国土交通省自動車局安全政策課 

＊このメルマガについてのご意見は、 

＜ hqt-mailmagazineotoiawase@gxb.mlit.go.jp ＞までお寄せください。 

 

よくある質問（配信登録の解除方法等） 



（ https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/faq.html ） 

＊ご登録されたメールアドレスの変更は、配信登録を解除していただき、新た

に配信登録をお願いします。  

配信登録を解除する場合は、以下のアドレスで登録解除することができます。 

（ https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/anzenplan2009/stop.html ） 

 

【参考】 

＊自動車局ホームページ 

（ https://www.mlit.go.jp/jidosha/index.html ） 

＊自動車の不具合情報はこちら 

最近、自動車に乗っていたら異常発生、なんてことありませんでしたか。そん

な時は、車検証を用意して、国土交通省「自動車不具合情報ホットライン」に

連絡です。皆様の声は、車種ごとに、ホームページ上で公開され、メーカーが

きちんとリコールをしたり、メーカーのリコール隠しを防ぐために活用されま

す。 

・ホームページ受付 

（ https://www.mlit.go.jp/jidosha/carinf/rcl/hotline.html ） 

・フリーダイヤル 0120－744－960（年中無休・24時間） 

（オペレータ受付時間 平日9:30～12:00 13:00～17:30） 

＊自動車のリコール等の通知等があったときは！ 

使用されている自動車について、自動車ディーラーなどから、リコール又は改

善対策の通知が送付されたり、その対象であることが新聞等で公表されたとき

は、安全・環境への影響から、その自動車の修理を行うことが必要になったと

いうことです。道路運送車両法により、自動車ユーザーは、自分の自動車が保

安基準に適合するよう点検・整備する義務がありますので、忘れずに修理を受

けましょう。 

 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 


